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ＪＲ西労組は７月 13 日～14 日、京都府宮津

市において、第 34 回定期中央本部大会を開催

した。昨年同様、感染症対策に万全を期し、代

議員ら約 200 名出席のもと、2022 年度の運動方

針を満場一致で決定した。ＪＲ連合からは、荻

山市朗会長と宮野勇馬企画局長が参加し、廣岡和晃連合京都会長、西脇隆俊京都府知事、

ＪＲ西労組議員団会議所属議員など約 30 名が来賓として駆けつけた。傍聴者はオンラ

インで大会に参加した。 
 

大会冒頭、主催者挨拶に立った上村良成中央執行委員長

（ＪＲ連合副会長）は、各種選挙における取り組みのお礼

と、コロナ禍においても職責を果たし続ける組合員に敬意

と感謝を述べた後、安全、社会変容への対応、持続可能な公

共交通の実現と政治への関わりなどについて提起した。 

また、来賓挨拶に立った荻山会長は、ＪＲ連合結成 30 年とな

る本年、鉄道の可能性を更に訴える提言を策定することの必要

性や、人への投資の重要性、組織の強化・拡大について訴えた。 
 

大会中、第 26 回参議院議員選挙に立候補し、ＪＲ連合として

重点推薦候補者に決定していた比例区候補３名（竹詰仁氏、川

合孝典氏、柴慎一氏）と三日月大造滋賀県知事からビデオメッセージ等で当選の御礼が

述べられた。さらに、２日目の議事再開前にはＪＲ西日本の長谷川一明社長も来場し、

「この間の労苦に感謝申し上げる。今夏は黒字化に向けての正念場であり、一層の尽力

をお願いしたい」と述べた。 

議事では、執行部より 2022 年度の運動方針等が提起され、本会議 15 名に加え、ＪＲ

西労組を特徴づける各小委員会（組織・財政小委員会 28 名、業務小委員会 30 名）にお

いても熱い質疑を受けた。安全の確立や冬季賞与、地方機関の見直しに関する業務課題、

地方公共交通のあり方と政治の関わり、コ

ロナ禍での運動展開などについて意見が出

され、羽野敦之書記長（ＪＲ連合執行委員）

の総括答弁の後、すべての議案が満場一致

で可決された。最後に、上村委員長の「団結

ガンバロー」で難局に打ち勝つ誓いを新た

にした。 

廣岡連合京都会長 西脇京都府知事 


